
令和2年度（2020年度）

予予算算大大事事業業名名 上上記記以以外外のの歳歳出出予予算算科科目目及及びび予予算算大大事事業業名名

事事業業のの目目的的とと概概要要

ⅠⅠ　　事事業業のの成成果果（（実実績績））

ⅡⅡ　　財財務務情情報報
◆◆行行政政ココスストト計計算算書書 （単位：千円） 行行政政ココスストト計計算算書書のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））

地方税
分担金及び負担金
使使用用料料及及びび手手数数料料

府支出金（経常費用充当）
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 （a）
給与関係費
物物件件費費
維維持持補補修修費費
社会保障扶助費

◆◆キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表 （単位：千円）
特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額 行行政政ササーービビスス活活動動収収入入
賞与引当金繰入額 行政サービス活動支出
退職手当引当金繰入額
支払利息 投資活動収入
その他 投資活動支出
経常費用　小計 （b） 投資活動収支差額

経常収支差額 （a）-（b）=（c） 財務活動収入
固定資産売却益 財務活動支出
その他 財務活動収支差額
特別収入　小計 （d） 収支差額　合計
固定資産除売却損 一般財源充当額
その他 一般会計からの繰入金
特別支出　小計 （e） 一般会計への繰出金

特別収支差額 （d）-（e）=（f） 前年度からの繰越金
一般財源調整額 （g）
当期収支差額 （c）+（f）+（g） キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表のの特特徴徴的的なな事事項項
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

◆◆単単位位ああたたりりののココスストト分分析析（（「「経経常常費費用用  小小計計（（bb））」」をを「「実実績績」」でで割割っってて円円単単位位でで算算出出ししてていいまますす。。））

日 円
日 円
日 円
人 円
人 円
人 円

利用者1人あたりの
コスト

平成30年度 22,155 21,912 前年度と比較して、利用者1人当たりのコストが16,194円増加しており、主な原因は、一般開
放事業の中止に伴う利用者数の減によるものです。（一般開放事業の利用者数を除く場合、
3,862円のコスト増であるため、大幅なコスト増は一時的な傾向であると考えます。）

令和元年度 21,147 22,804
令和2年度 12,464 38,998

令和元年度 359 1,343,303
令和2年度 359 1,353,983

指  標  名 年度 実績 単位あたりコスト 分  析  内  容  （ 前  年  度  と  の  増  減  理  由）

開所1日あたりのコ
スト

平成30年度 359 1,352,259 前年度と比較して、開所1日当たりのコストが10,680円増加しています。
主な理由は、経常経費における維持補修費の増加によるもので、今後も増加が見込まれま
す。

- - - -
53,444 60,991 8,521 △52,470 

339,308 337,301 339,447 2,146 
決算額の
主な内容

（行政サービス活動収入）生活介護及び短期入所
に係る障害福祉サービスの介護給付費 △52,880
千円

- - - -

- - - -
△285,864 △276,310 △330,926 △54,616 

- -
- △0 △0 0 - - - -
- 0 0 △0 - -

2,146 
- - - - - - - -

△339,447 △2,146 
特

別

費

用

- 0 0 △0 339,308 337,301 339,447 
- - - - △339,308 △337,301 

△45,897 
- - - - △112,634 △114,705 △68,808 45,897 

- -
特

別

収

入

- - - - 112,634 114,705 68,808 
△285,864 △276,310 △330,926 △54,616 - -

3,069 1,838 
485,461 482,246 486,080 3,834 - △1,231 △3,069 △1,838 

- - - - - 1,231 

△46,205 
4,559 2,576 800 △1,775 - - - -

423,032 △4,543 
1,280 △2,461 3,365 5,827 行政サービス活動収支差額 △226,673 △221,365 △267,570 

790 540 855 314 426,277 427,575 

B B-A
12 △908 △23 885 119999,,660044  220066,,221100  115555,,446622  △△5500,,774488  

区分
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額

58,576 58,765 60,151 1,385 A

負担金・補助金・交付金等 8,042 9,097 9,614 517 
- - - -

55,,887788  99,,331111  33,,443333  
- - - -

経
常
費
用

25,139 21,400 21,221 △179 
338822,,448877  338877,,335599  338800,,778866  △△66,,557733  

44,,557766  

4,190 3,976 6,078 2,102 

維持補修費 経年劣化に伴う建物等修繕の増
199,597 205,936 155,154 △50,781 

- - - -
- - - -

物件費
新型コロナウイルスの感染予防の観点から、一般
開放事業を中止したことに伴う、光熱水費の減

- 105 147 42 
- - - -

国庫支出金（経常費用充当） - - - -
- - - -

- - -
119955,,440077  220011,,885555  114488,,993300  △△5522,,992255  

B B-A

使用料及び
手数料

生活介護及び短期入所に係る障害福祉サービス
の介護給付費について、歳入の所属年度を整理し
たことに伴う同収入30,681千円の減、及び新型コロ
ナウイルスの影響により、利用が控えられたことに
伴う減経

常
収
入

- - - -
-

成
果
の
説
明

　令和２年度は、身体機能や日常生活能力の維持・向上を図るために、介護が必要な身体障がい者・知的障がい者延べ10,119人に対して生活介護、
延べ2,345人に対して短期入所に係る障がい福祉サービスの提供を行いました。
　なお、地域の福祉ボランティア団体の育成や市民相互の交流促進のために、例年行っているプール及び会議室の開放については、新型コロナウイ
ルスの感染予防の観点から、中止しました。

勘定科目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額 勘定科目 決  算  額  の  主  な  内  容

A

延べ利用者数 人 8,876 7,422 0 一般開放事業における年間延べ利用者数

障害福祉サービスの提供数 人 13,279 13,725 12,464 生活介護事業及び短期入所事業における年間延べ利用者数

　重度障がい者の自立と社会参加を支援し、福祉ボランティア団体の活動や当事者及び家族の交流の場を提供します。
　生活介護事業を実施し、常時介護が必要な身体障がい者・知的障がい者の身体機能又は日常生活能力の維持・向上を図るために必要なサービスを提
供しています。
　また、短期入所事業も実施しており、介護者が疾病などにより、一時的に介護ができなくなった場合に、身体障がい者・知的障がい者を短期間施設にお
いて介護を行う短期入所サービス事業を提供しています。
　他に、市内の障がい者団体等に対する貸館事業（会議室等）や市内の障がい者にプールを開放する一般開放事業を実施しています。

指  標  名 単位 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成　果　指　標　の　定　義

部局名 福祉部 予算執行所属 障がい福祉室

障害者支援交流センター事業

（項） 1 社会福祉費 （目） 11 障害者支援交流センター費

管理事業名 障障害害者者支支援援交交流流セセンンタターー事事業業
総合計画の

体系

大綱　３
政策　２
施策　１

福祉・健康
障がい者の暮らしを支えるまちづくり
生活支援など暮らしの基盤づくり

主な歳出
予算科目

一般会計 （款） 3 民生費

－ 272 －



令和2年度（2020年度）

予予算算大大事事業業名名 上上記記以以外外のの歳歳出出予予算算科科目目及及びび予予算算大大事事業業名名

事事業業のの目目的的とと概概要要

ⅠⅠ　　事事業業のの成成果果（（実実績績））

ⅡⅡ　　財財務務情情報報
◆◆行行政政ココスストト計計算算書書 （単位：千円） 行行政政ココスストト計計算算書書のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））

地方税
分担金及び負担金
使使用用料料及及びび手手数数料料

府支出金（経常費用充当）
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 （a）
給与関係費
物物件件費費
維維持持補補修修費費
社会保障扶助費

◆◆キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表 （単位：千円）
特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額 行行政政ササーービビスス活活動動収収入入
賞与引当金繰入額 行政サービス活動支出
退職手当引当金繰入額
支払利息 投資活動収入
その他 投資活動支出
経常費用　小計 （b） 投資活動収支差額

経常収支差額 （a）-（b）=（c） 財務活動収入
固定資産売却益 財務活動支出
その他 財務活動収支差額
特別収入　小計 （d） 収支差額　合計
固定資産除売却損 一般財源充当額
その他 一般会計からの繰入金
特別支出　小計 （e） 一般会計への繰出金

特別収支差額 （d）-（e）=（f） 前年度からの繰越金
一般財源調整額 （g）
当期収支差額 （c）+（f）+（g） キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表のの特特徴徴的的なな事事項項
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

◆◆単単位位ああたたりりののココスストト分分析析（（「「経経常常費費用用  小小計計（（bb））」」をを「「実実績績」」でで割割っってて円円単単位位でで算算出出ししてていいまますす。。））

日 円
日 円
日 円
人 円
人 円
人 円

利用者1人あたりの
コスト

平成30年度 22,155 21,912 前年度と比較して、利用者1人当たりのコストが16,194円増加しており、主な原因は、一般開
放事業の中止に伴う利用者数の減によるものです。（一般開放事業の利用者数を除く場合、
3,862円のコスト増であるため、大幅なコスト増は一時的な傾向であると考えます。）

令和元年度 21,147 22,804
令和2年度 12,464 38,998

令和元年度 359 1,343,303
令和2年度 359 1,353,983

指  標  名 年度 実績 単位あたりコスト 分  析  内  容  （ 前  年  度  と  の  増  減  理  由）

開所1日あたりのコ
スト

平成30年度 359 1,352,259 前年度と比較して、開所1日当たりのコストが10,680円増加しています。
主な理由は、経常経費における維持補修費の増加によるもので、今後も増加が見込まれま
す。

- - - -
53,444 60,991 8,521 △52,470 

339,308 337,301 339,447 2,146 
決算額の
主な内容

（行政サービス活動収入）生活介護及び短期入所
に係る障害福祉サービスの介護給付費 △52,880
千円

- - - -

- - - -
△285,864 △276,310 △330,926 △54,616 

- -
- △0 △0 0 - - - -
- 0 0 △0 - -

2,146 
- - - - - - - -

△339,447 △2,146 
特

別

費

用

- 0 0 △0 339,308 337,301 339,447 
- - - - △339,308 △337,301 

△45,897 
- - - - △112,634 △114,705 △68,808 45,897 

- -
特

別

収

入

- - - - 112,634 114,705 68,808 
△285,864 △276,310 △330,926 △54,616 - -

3,069 1,838 
485,461 482,246 486,080 3,834 - △1,231 △3,069 △1,838 

- - - - - 1,231 

△46,205 
4,559 2,576 800 △1,775 - - - -

423,032 △4,543 
1,280 △2,461 3,365 5,827 行政サービス活動収支差額 △226,673 △221,365 △267,570 

790 540 855 314 426,277 427,575 

B B-A
12 △908 △23 885 119999,,660044  220066,,221100  115555,,446622  △△5500,,774488  

区分
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額

58,576 58,765 60,151 1,385 A

負担金・補助金・交付金等 8,042 9,097 9,614 517 
- - - -

55,,887788  99,,331111  33,,443333  
- - - -

経
常
費
用

25,139 21,400 21,221 △179 
338822,,448877  338877,,335599  338800,,778866  △△66,,557733  

44,,557766  

4,190 3,976 6,078 2,102 

維持補修費 経年劣化に伴う建物等修繕の増
199,597 205,936 155,154 △50,781 

- - - -
- - - -

物件費
新型コロナウイルスの感染予防の観点から、一般
開放事業を中止したことに伴う、光熱水費の減

- 105 147 42 
- - - -

国庫支出金（経常費用充当） - - - -
- - - -

- - -
119955,,440077  220011,,885555  114488,,993300  △△5522,,992255  

B B-A

使用料及び
手数料

生活介護及び短期入所に係る障害福祉サービス
の介護給付費について、歳入の所属年度を整理し
たことに伴う同収入30,681千円の減、及び新型コロ
ナウイルスの影響により、利用が控えられたことに
伴う減経

常
収
入

- - - -
-

成
果
の
説
明

　令和２年度は、身体機能や日常生活能力の維持・向上を図るために、介護が必要な身体障がい者・知的障がい者延べ10,119人に対して生活介護、
延べ2,345人に対して短期入所に係る障がい福祉サービスの提供を行いました。
　なお、地域の福祉ボランティア団体の育成や市民相互の交流促進のために、例年行っているプール及び会議室の開放については、新型コロナウイ
ルスの感染予防の観点から、中止しました。

勘定科目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額 勘定科目 決  算  額  の  主  な  内  容

A

延べ利用者数 人 8,876 7,422 0 一般開放事業における年間延べ利用者数

障害福祉サービスの提供数 人 13,279 13,725 12,464 生活介護事業及び短期入所事業における年間延べ利用者数

　重度障がい者の自立と社会参加を支援し、福祉ボランティア団体の活動や当事者及び家族の交流の場を提供します。
　生活介護事業を実施し、常時介護が必要な身体障がい者・知的障がい者の身体機能又は日常生活能力の維持・向上を図るために必要なサービスを提
供しています。
　また、短期入所事業も実施しており、介護者が疾病などにより、一時的に介護ができなくなった場合に、身体障がい者・知的障がい者を短期間施設にお
いて介護を行う短期入所サービス事業を提供しています。
　他に、市内の障がい者団体等に対する貸館事業（会議室等）や市内の障がい者にプールを開放する一般開放事業を実施しています。

指  標  名 単位 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成　果　指　標　の　定　義

部局名 福祉部 予算執行所属 障がい福祉室

障害者支援交流センター事業

（項） 1 社会福祉費 （目） 11 障害者支援交流センター費

管理事業名 障障害害者者支支援援交交流流セセンンタターー事事業業
総合計画の

体系

大綱　３
政策　２
施策　１

福祉・健康
障がい者の暮らしを支えるまちづくり
生活支援など暮らしの基盤づくり

主な歳出
予算科目

一般会計 （款） 3 民生費

◆◆貸貸借借対対照照表表 （単位：千円）

現金預金 流動負債
未収金 地方債
財政調整基金 短期借入金
短期貸付金 賞与引当金
徴収不能引当金 未払金
その他流動資産 リース債務

有形固定資産 その他流動負債
土地 固定負債
建建物物・・工工作作物物 地方債
リリーースス資資産産 長期借入金
建設仮勘定 退職手当引当金

無形固定資産 リース債務
有形固定資産 その他固定負債

土地 負債の部合計
建物・工作物
建設仮勘定 純資産

重重要要物物品品
図書館資料
投資その他の資産

出資金
長期貸付金
基金
徴収不能引当金 純資産の部合計
その他債権

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

ⅢⅢ　　財財務務構構造造分分析析 貸貸借借対対照照表表のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））
▽▽人人ににかかかかるるココスストトのの内内訳訳

月平均

人 日 日
千円 千円 千円

千円

▽▽経経常常費費用用のの構構成成割割合合 物件費の内訳（単位：千円）

▽▽施施設設のの概概況況 ▽▽分分析析指指標標 （単位：％）

A B
施設維持補修費比率
施設老朽化比率
受益者負担比率
徴収不能引当率
一般財源充当比率
経常費用対公共資産比率

【参考：市保有施設全体の老朽化比率は57.2％】
ⅣⅣ　　総総括括
▽▽分分析析結結果果のの説説明明

▽▽分分析析結結果果をを踏踏ままええたた事事業業のの課課題題
　利用者のうち、医療的ケアを必要とする者など重度障がい者の割合が増加しているため、利用者1人当たりのコストについて他施設との比較が難しいと
ころがありますが、受入体制について検討する必要があります。
　既存施設の老朽化に伴う維持補修費は、今後も増加するものと考えていますが、財源確保も含めて計画的な修繕及び設備等の更新を行う必要がありま
す。
　生活介護施設及び短期入所施設の給食材料費等の徴収について、未収金全体の金額は減少していますが、今後も継続した債権管理を行う必要があり
ます。

　ソフト面の分析として、経常経費の78.3％が物件費であり、当該物件費の9割以上を委託料が占めています。これは、生活介護事業及び短期入所事業の
運営委託によるところが大きく、当該委託料は、303,866千円になります。
　ハード面の分析として、施設老朽化比率が年々増加しており、前年度と比較すると2％上昇しています。施設の建築から20年経過しているため、今後も増
加するものと考えています。
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56(一般会計・障害者支援交流センター事業)
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